
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/                           （通巻第２０９２号） 

指導資料 
鹿児島県総合教育センター 

令和３年10月発行 

理 科 第 331 号 

対象 

校種 

高等学校 

特別支援学校   
 

 
 

大学入学共通テストを基に考える授業づくりの工夫 
－主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善－ 

 
令和３年１月に初めての大学入学共通テストが実施された。大学入学共通テストの問題を手掛

かりに「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた生物分野における授業づくりの工夫につい

て例を挙げて述べる。 
 

１ はじめに 

令和３年１月に，これまでの大学入試セン

ター試験に替わるテストとして，大学入学共

通テスト（以下，「共通テスト」という。）

が実施された。共通テストは，高大接続改革

の一つとして，知識・技能のみならず思考

力，判断力，表現力も重視している。 

また，高等学校の生物教育においては，日

本学術会議が，「現行の教科書『生物』で

2000を超える数の用語が重要とされている。

このことは、学習上の障害となっているばか

りでなく、生物学が暗記を求める学問である

という誤解を生んでおり、大学の入学者選抜

試験における受験科目の選択においても敬遠

されるなど、高大接続のあり方にも深刻な影

響を及ぼしてきた。」１）と指摘している。

これを受けて，令和４年度からの高等学校学

習指導要領（平成30年告示，以下，「新学習

指導要領」という。）の「生物基礎」では，

内容の取扱いの中で，「主要な概念を理解さ

せるための指導において重要となる200語程

度から250語程度までの重要用語を中心に，

その用語に関わる概念を，思考力を発揮しな

がら理解させるように指導すること。」２）

と明記された。重要用語には，中学校で学習

したものも含まれている。同様に「生物」に

おいても500語程度から600語程度とされた。

これらのことから，生物学の基本的な概念や

原理・法則を理解させるためには，用語の意

味を単純に数多く学習させることではなく，

主要な概念を理解させることに指導の重点を

置くことが重要である。 

２ 令和３年度共通テストの出題方針 

独立行政法人大学入試センターによると，

令和３年度共通テストの問題作成方針には以

下のように示されている。 

○ 高等学校教育の成果として身に付けた，

大学教育の基礎力となる知識・技能や思考

力，判断力，表現力を問う問題作成 

平成21年告示高等学校学習指導要領（以下

「高等学校学習指導要領」という。）におい

て育成することを目指す資質・能力を踏ま

え，知識の理解の質を問う問題や，思考力，

判断力，表現力を発揮して解くことが求めら

れる問題を重視する。 

また，問題作成のねらいとして問いたい力

が，高等学校教育の指導のねらいとする力や

大学教育の入口段階で共通に求められる力を

踏まえたものとなるよう，出題教科・科目に

おいて問いたい思考力，判断力，表現力を明

確にした上で問題を作成する。 

○ 「どのように学ぶか」を踏まえた問題の
場面設定 



高等学校における「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業改善のメッセージ

性も考慮し，授業において生徒が学習する場

面や，社会生活や日常生活の中から課題を発

見し解決方法を構想する場面，資料やデータ

等を基に考察する場面など，学習の過程を意

識した問題の場面設定を重視する。 
「令和３年度大学入学共通テスト問題評価・分析委員会
報告書（１月 16 日・17 日） ２ 令和３年度大学入学者

選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針 第１ 問
題作成の基本的な考え方」から一部抜粋。下線は筆者に
よる。 

 令和３年度共通テストは，平成21年告示高

等学校学習指導要領に基づいて作成されてお

り，その目指す資質・能力を踏まえた上で，

「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向

けた授業改善のメッセージ性も考慮」とある

ことから，新学習指導要領を見据えた形での

問題作成がなされていると捉えることがで

き，問題における場面設定が授業づくりの

ヒントとなると考えられる。 

３ 授業づくりのヒントとなる特徴的な問題 

令和３年度共通テスト（１月17日実施）で

は，授業づくりのヒントとなる問題が出題さ

れた。「生物基礎」の第１問Ｂ問６では，

遺伝情報とタンパク質の合成に関して，転写

と翻訳の実験を計画する場面で，実験の条件

設定とそれぞれの考えられる結果を問う問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が出題された（図１）。実験における条件制

御の考え方や探究活動における比較の視点が

必要である。 

「生物」の第３問では，草本植物群集の早

春と初夏の生産構造図から読み取れることを

話し合っている生徒二人の会話文（図２）を

基に出題された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５問Ｂでは，光合成について学んだ生

徒が，「葉以外の部分でも光合成するのか」

という新たな問いについて記事や論文で調べ

たり，新たな実験を計画したりする文脈で出

題された（図３）。対話を通した学びや新た

な問いに対する主体的な学びを意識した問題

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように共通テストでは，問題文中の生

徒たちが知らないことや疑問に思ったことを

インターネットや図書館で調べたり，対話や

意見交換を通して自分の考えを深めたりして

おり，「どのように学ぶか」を踏まえた場面

設定が多くなされている。これは，基本的な

知識・技能を活用し，生徒が科学的に探究す

る学習の重要性を示しており，授業づくりの

ヒントとなる。つまり，生徒が受け身となる

教師主導の一斉授業から，生徒が主体的に進

図３ 第５問Ｂ（令和３年度大学入学共通テスト 

「生物」から一部転載） 

図２ 第３問（令和３年度大学入学共通テスト「生 

物」から一部転載） 

図１ 第１問Ｂ問６（令和３年度大学入学共通テス 

ト「生物基礎」から一部転載） 



める探究的な学習を日常の授業の中で実践し

ていく授業改善が望まれているのである。 

４ 授業づくりの工夫 

新学習指導要領の「生徒の主体的・対話的

で深い学びの実現」に向けた授業改善につい

て，「資質・能力を育むために重視すべき学

習過程のイメージ（高等学校基礎科目の

例）」を参考に，「生物基礎」の二つの単元

を例に授業づくりの工夫を示す。 

(1) 「生物の共通性と多様性」 

ここでは，中学校までの学習の振り返りと

ともに，グループでの対話と意見交換による

学習活動を提案する（表１）。 

この小単元は，本科目の導入として位置付

けられており，生物は進化の過程で共通性を

保ちながら多様化してきたことを扱う。そこ

で，生物の共通性と起源の共有を関連付けさ

せるために，中学校で学習した脊椎動物の共

通性と多様性を取り上げ，考察していく探究

活動をグループで行う。これにより，生徒た

ちが自由に発想するとともに，グループ活動

を通して，科学的な根拠に基づいた議論の仕

方を学ぶ。その際，教師が科学的な根拠に基

づいて考えることを指導することで，探究活

動の基本的な流れを学ぶとともに，理科の見

方・考え方を働かせながら，資質・能力を高

めていくことを，科目の導入で意識付けをす

ることができる。 

 

※【主】：個人の活動（「主体的な学び」を意識した活動） 
【対】：グループ・学級での活動（「対話的な学び」を意識した活動） 

(2) 「生態系のバランスと保全」 

 ここでは，調べ学習を中心とした探究活動

を提案する（表２）。 

この小単元は，生態系のバランスに関する

資料に基づいて，生態系のバランスと人為的

攪乱を関連付けて理解するとともに，生態系

の保全の重要性を認識することがねらいであ

る。そこで，生態系の保全について，ある川

でのメダカの個体数の減少を防ぐために，他

の川で採集したメダカの放流の是非を題材に 

探究の過程 学習活動 育成したい資質・能力 

課題の把握 

生物の共通性と多様性を見いだ
すための課題を設定する。 

【主】→【対】 
例）多様な生物がすべて「生物」
としての特徴をもつのはなぜだろ
う。 

・ 主体的に自然事象と関わり，それ 
らを科学的に探究しようとする態度 

・ 見いだした関係性や傾向から課題 
を設定する力 

（
意
見
交
換
を
通
し
て
） 

他
者
の
考
え
を
受
け
止
め
る
力 

他
者
の
考
え
を
基
に
自
ら
の
考
え
を
再
構
築
す
る
力 

課題の探究 

仮説を設定する。【主】 
例）共通した特徴をもつ生物は共

通の祖先に由来している。 

・ 見通しをもち，検証できる仮説を 
設定する力 

できるだけたくさんの脊椎動物
を挙げる。【主】→【対】 

・ 必要な情報を抽出・整理する力 

挙げられた脊椎動物を五つの仲
間に分類する。【対】 

・ 抽出・整理した情報について，そ 
れらの共通点や相違点を見いだす力 

比較する特徴を設定する。【対】
・ 仮説を検証するための計画を立案 
する力 

それぞれの特徴にあてはまるか
どうかを検証する。【対】 

・ 抽出・整理した情報について検証 
する力 

課題の解決 

 系統樹上でそれらの特徴が現れ
た位置を推測する。 
【主】→【対】 

・ 結果を分析・解釈する力 
・ 仮説の妥当性を検討したり，考察 
したりする力 

 考察したことをグループごとに
発表する。【対】， 

・ 考察したことを発表する力 
・ 他者に分かりやすく表現する力 

表１ 「生物の共通性と多様性」における学習過程 （全２時間） 

【対】→【主】 



調べ学習を中心に探究活動をする。 

生徒は，自分の考えを構築するために情報

を集める中で，なぜそうなるのかという論理

的な思考を必要とする。また，科目の終末の

単元なので，これまでの学びと関連付けて考

察することができる。さらに，環境に関わる

問題は，様々な要因が複雑に絡み合っている

ため，調べていく中で生徒それぞれの興味・

関心によりそれぞれの学びへと広がってい

く。そして，実際の環境問題の情報に触れる

ことで，経済や法律など理科だけではなく教

科横断的な学びとなる。 

 

※【主】：個人の活動（「主体的な学び」を意識した活動） 
【対】：グループ・学級での活動（「対話的な学び」を意識した活動） 

５ おわりに 

理科の学習では，理科の見方・考え方を働

かせた学びを通じて資質・能力が育まれ，育

まれた資質・能力により，より確かな理科の

見方・考え方へと鍛えられる。また，見通し

をもった探究活動や学習をし，その振り返り

から次の学びにつなげるというサイクルが重

要である。新学習指導要領の着実な実施を通

して，「主体的･対話的で深い学び」の実現

に向け，様々な工夫がなされることで，豊か

な人生を切り開き，持続可能な社会のつくり

手となるために必要な資質・能力が生徒たち

に育まれることを期待したい。 
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探究の過程 学習活動 育成したい資質・能力 

課題の把握 
他の川で採集したメダカの放流

の是非について考える。【主】 

・ 主体的に自然事象と関わり，それ 
らを科学的に探究しようとする態度 

・ 課題を設定する力 

（
探
究
す
る
過
程
を
通
し
て
） 

新
た
な
知
識
を
獲
得
し
た
り
，
再
構
築
し
た
り
す
る
力 

自
ら
の
学
習
を
調
整
し
た
り
，
改
善
し
た
り
す
る
力 

課題の探究 

最初の自己の考えをまとめ，そ
の理由を記述する。【主】 

・ これまでの学習や体験などを自己 
の考えに結び付ける力 

・ 仮説を設定する力 
メダカの放流の是非について調

べる視点を設定する。【主】 
・ 仮説を検証するための計画を立案 
する力 

情報を集める。【主】 
・ 必要な情報を抽出・整理する力 
・ 新たな疑問から，活動を調整する 
 力 

集めた情報を基に自分の考えを
まとめ，その理由を記述する。
【主】 

・ 結果を処理する力 
・ 仮説の妥当性を検討したり，考察 
したりする力 

・ 考えを表現する力 
グループ内で議論をする。 
【主】→【対】 

・ 結果を分析・解釈する力 
・ 他者の考えを受け止める力 

課題の解決 
 グループで意見をまとめて発表
する。【主】，【対】→【主】 

・ 意見をまとめ他者に分かりやすく 
表現・伝達する力 

表２ 「生態系のバランスと保全」における学習過程 （全２時間） 


